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新庁舎建設に関する特別委員会会議録 

 

平成２９年３月１３日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時０２分閉議（実時間４０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第６号・平成２９年度八代市一般会計

予算（関係分） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  前 垣 信 三 君 

副委員長  幸 村 香代子 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員 成 松 由紀夫 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

             君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       岩 本 博 文 君 

  財務部次長     辻 本 士 誠 君 

  新庁舎建設課長   谷 脇 信 博 君 

                              

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

            松 本 和 美 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（前垣信三君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しましたので、ただ

いまから新庁舎建設に関する特別委員会を開会

いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、先に配付し

てあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第６号・平成２９年度八代市一般会計予

算（関係分） 

○委員長（前垣信三君） それでは、予算議案

の審査に入ります。 

 議案第６号・平成２９年度八代市一般会計予

算中、当委員会関係分を議題とし、説明を求め

ます。 

○財務部長（岩本博文君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

財務部の岩本でございます。 

 本日、新庁舎建設に関する特別委員会に付託

されました議案第６号・平成２９年度八代市一

般会計予算のうち、歳出の款２・総務費、項１

・総務管理費、目１２・市庁舎建設費につきま

して、辻本財務部次長に説明いたさせます。よ

ろしくお願いいたします。 

○財務部次長（辻本士誠君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部次長の辻本でございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、議案第６号・平成２９年度八代市

一般会計予算をお願いいたします。こちらでご

ざいます。新庁舎建設に関する特別委員会付託

分について御説明いたします。 

 ６１ページをお願いいたします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目１２・

市庁舎建設費で６７９６万２０００円を計上し

ております。これは、平成３０年度の実施設計

の完成を目指し、平成２９年度中に取り組むべ

き事業のための経費でございまして、まず、新
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庁舎の構造を耐震とするか免震とするかなどを

決めるための基礎調査としての地盤調査を行い

ますと同時に、庁舎の機能などの意見を伺うた

めの市民によりますワークショップを実施いた

します。また、オフィス環境整備支援事業との

連携による文書量調査などを行い、その結果を

基本設計に生かしてまいります。 

 さらに、基本設計の素案ができた段階で、専

門知識を持たれる学識者に意見をお聞きし、市

民が利用しやすい庁舎とすることはもちろんの

こと、災害活動拠点として、また、市民が集

い、まちをつなぐ交流の拠点となる庁舎を目指

します。 

 それでは、今回計上しております平成２９年

度の予算の内容について御説明いたします。 

 説明欄の上から、市庁舎建設基金事業の１６

８万２０００円は、平成２６年度に積み立てま

した３億円と平成２７年度に積み立てました５

億円の計８億円に発生します利子の積み立てで

ございます。なお、特定財源としまして、その

他に記載してあります１６８万２０００円が発

生します利子でございます。 

 次の新庁舎建設基本・実施設計事業の６２０

３万５０００円は、昨年９月定例会で議決いた

だきました債務負担行為によります設計業務委

託の平成２９年度支払い予定額であります５９

５２万６０００円、及び基本設計や実施設計に

対しますアドバイザー４人分の経費として報償

費１４万円、費用弁償２２万３０００円や市民

によりますワークショップの経費などでござい

ます。 

 設計業務につきましては、昨年１０月２５日

に公募型プロポーザル方式で公告し、６者の応

募があり、１次審査となる書類審査を通過した

５者がことし１月２１日の公開プレゼンテーシ

ョンを行い、選定審査委員会により、株式会社

久米設計九州支社が最優秀者としてなったとこ

ろでございます。 

 その後、２月９日に契約を済ませ、現在、基

本設計に必要な基礎的な調査に入ったところで

ございまして、基本設計は、できるだけ早い時

期の完成を目指しております。 

 なお、特定財源といたしまして、地方債の災

害復旧事業債５９５０万円を予定いたしており

ます。この財源につきましては、後ほど詳しく

説明いたします。 

 次の新庁舎建設オフィス環境整備支援事業の

４２４万５０００円は、設計業務と同じく、昨

年議決いただきました債務負担行為によります

オフィス環境整備支援業務委託の平成２９年度

支払い予定額であります３９９万６０００円と

事務経費でございます。 

 オフィス環境整備支援事業は、昨年１０月２

８日に公告し、３者の応募がありました。昨年

１２月１０日に選定審査会による公開型プレゼ

ンテーションでヒアリング審査が行われ、コク

ヨマーケティング株式会社が最優秀者となり、

契約内容の調整の後、１月１２日に契約いたし

ました。現在、既存備品の調査及び文書量の調

査などを行っており、平成２９年度は、基本レ

イアウト設計、サイン基本設計などを予定いた

しております。 

 今後、平成３２年度の新庁舎完成後の移転作

業まで、新庁舎のオフィス環境整備に対します

支援業務を行っていくものでございます。 

 以上、当委員会付託分の歳出の説明といたし

ます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（前垣信三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はございませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） 今、説明をいただいた

んですが、新庁舎建設に向けてこれから進めて

いくための予算というふうに思うんです。で、

公開プロポで業者が決まったという話なんです

が、この事業ば進めていきましょうちゅう話な
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んですよ。だけん、よかっですが、公開プロポ

によって決まったちゅう話なんですが、何かも

やもやすっとですたいね。点数が幾らだったと

か何とかといういろんな情報がもたらせないま

まにこれを認めるというとは、何かちょっと待

ってくれんですかという話ばしたかっですよ。 

 今、いろいろ世間ばにぎわせとる話の中で、

情報の公開がでけとらん部分があってですよ、

そうならないように、いろんな情報を公開すっ

ためのものじゃないかと、べきじゃないかとい

うふうに思うんですよ。これば認めていくこと

は議会も共同の責任を負うという話ですけん、

そのためにも、業者選定の経緯をつまびらか

に、情報の公開ばしていただければというふう

に。そっから入らんと、これば認めるの認めん

のちゅう話じゃなかというふうに気がすっとで

すよ。 

 という意見もあっですが、公開をしていただ

きたいと。業者選定がここに至った経緯という

のをですね、まず。というふうに考えます。 

○委員長（前垣信三君） ただいまの亀田委員

の質疑に対して、執行部のほうからの回答がご

ざいますか。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）新庁舎建設課の谷脇です。 

 今、亀田委員がおっしゃいましたように、実

際、公開型プレゼンテーションという形をとり

まして、市民の皆様の目の前で公開して、選定

審査会のほうで選んでいただきましたという経

緯がございます。 

 で、その前に審査会のほうでも検討をいたし

ております。選定審査会がこの前、昨年１０月

１９日に第１回目の会議を行いまして、その場

で今回の審査をお願いいたしました熊大の位寄

教授ほか５名の方々と協議をいたしました結

果、１次審査の得点と２次審査の得点を合算し

てから優秀者を決めますよとか、そういうこと

がもろもろ決まりました。 

 その中で、今、亀田委員おっしゃいましたと

ころの何点なのかとか、何点で通ったのかって

いうことにつきましては、実際にプロポーザル

に参加された業者の方が来られても、点数は報

告はしないと。ただ、優秀者に比べてこういう

ところはすぐれてましたが、こういうところが

劣っておりましたというぐらいにとどめるとい

うことでの意思決定をいたしたところでござい

ました。 

 当然、１次審査の場合は書類審査でございま

すので、書類審査の中では、専門分野の技術者

の資格でありましたり、それぞれどういう今ま

で業務をしてきたかとか、その技術者がどうい

う建物に携わってきたかとか、そういうところ

が資格審査の部分であったんですが、その辺を

全部明らかにしちゃいますと、事業者の方々に

とっても不利益になるということございまし

て、八代市の情報公開条例も含めて、そこの第

７条のほうに非公開情報という部分がございま

して、その中にも合致いたすというところか

ら、不利益になる部分はお話ししないというこ

とで、一応審査会のほうは進めさせていただき

ました。結果はきちっと審査会が責任を持って

といいますか、決められて、それで議会のほう

にも御報告させていただいたところでございま

す。よろしいでしょうか。 

 以上です。 

○委員長（前垣信三君） ただいまの説明も含

めて、御意見がございますか。 

○委員（亀田英雄君） こうして何のための特

別委員会かちゅうとばちょっと思うとですよ

ね。こうしました、こうしましたって。こうし

ますけん、よかですかという話ば事前にいただ

いとれば、そのことに対して申し述ぶっとです

が、全て決定してしもうて、こう決めました、

あそこでこう決めましたって言うたっちゃです

たい、何と返事しよんなかですよ。そのことを
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事前にですたい、特別委員会には、こうやって

決めますというぐらいの話はしとくべきじゃな

かったんですかね。 

 びっくりしましたね。情報公開、非で扱うと

か何とかもわからんままにですたい、そして、

こう認めろって言うたっちゃですよ、認める基

準がわからんじゃなかですか。おったい何知ら

んとに、こげんしてあっちで決めたけん、あん

たな言わんばってん、こん予算の認めてくれっ

て言ったっちゃ。ちょっと今んたびっくりする

ばってんですね。 

 それで皆さんどげん。私ばっかり変に思うと

ですかね。ちょっと協議していただければと思

います。 

○委員（村上光則君） 今、亀田委員から言わ

れるように、やはり久米設計に決まったこの経

緯は、当然点数はつけたんでしょうから、そこ

の説明はせんとわからんですよ、市民には。ま

して今言われるように、私たちは特別委員会で

すよ。そういう内訳を話さないで、了解してく

れて言うても、これは難しい話ですよ。納得い

かんですよ。だから何かおかしい、裏で暗い話

が出てくっとじゃなかですか。オープンにした

らどやんですか、オープンに。おかしいです

よ。八代市のやり方は。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

○委員（矢本善彦君） 私たちもですね、町田

とか、いろんな新庁舎のところに視察行ったけ

ども、ほとんどが全て公開と。市民に全て公開

するということを聞いておりますけどですね、

ほかにそういう自治体あるんですかね。私は、

今、豊洲の問題もあってますけども、ああいう

形にならないように、やっていいんじゃないか

なと思うんですけどね。そのほうがあなたたち

もすっきりするんじゃないですか。私はそう思

います。 

○委員（野﨑伸也君） 情報の公開という話な

んですけど、自分たち議員としていろいろな議

案審査するんですが、建設の関係も、いろんな

入札の関係とかもありますし、あとは指定管理

とか、そういったものの選定のですね、議案の

議決もするんですけど、そういったところで

は、やはりどういった経緯の中で、最終的にど

れだけの点数をとってとか、で、これに決まり

ましたっていう情報提供があるわけなんですよ

ね。 

 あと、入札に関しても、金額全部出していた

だいて、それを見てここに決まりましたってい

うような経緯を踏んできてるもんですから、そ

ういうのを、資料とかそういうものを見らんと

ですね、議決せろって言われても、責任とれな

いんですね。先ほど、責任というところは選定

の審査委員会が持ちますよって話をされました

けど、それ、無理でしょう。結局は、やっぱり

議会が決めたっていう話になるわけなんです

よ、やっぱり。最終的には。 

 そこで、じゃあ、情報公開条例のあれに当た

るけんが、業者の不利益になるけんが、出され

ませんっていう話はないと思うんですよ。私は

出してほしいと思います。じゃないと審議でき

ないです。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 不利益という話だった

んですけど、業者の不利益を、――片っぽでは

市民の不利益もありますけん。なら、市民の不

利益よりか業者の不利益が重かちゅう話ですた

いね。今、谷脇君の説明聞いとれば。そげん聞

こえっとですばってん。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

 担当部長の見解を伺いますが、担当部長、い

かがですか。 

○財務部長（岩本博文君） 基本的には情報公

開条例に基づいたところで今のような答弁をし

たところなんですけれども、例えばですね、こ
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の委員会は全てオープンになってますけれど

も、ここの委員会だけの限られた情報の中で見

ていただくというような部分はいかがでしょう

かというような御提案を申し上げたいと思いま

すけれども。 

○委員長（前垣信三君） ちょっと意味がわか

りませんでした。もう一遍おっしゃってくださ

い。 

○財務部長（岩本博文君） これですね、今、

公開されて、放送、いろいろつながってますの

で、要するに秘密会という形での委員会にもっ

ていただいて、資料をここで見てもらうという

ような形はどうかなというふうに思いましたけ

れども。 

○委員（亀田英雄君） そんなお尋ねせん。業

者の不利益よか市民の不利益が重かかって私は

言うたばってんですね。その辺の見解も聞かせ

てもろうてから、その話をしてもろうたほうが

いいような気がしますが。 

○委員長（前垣信三君） 今、岩本部長の説明

を委員長なりに解釈しますと、資料は提供して

も構いませんと。しかし、非公開の部分がある

から、この委員さんだけで見ていただけんかと

いうような、そういうとり方でよろしいんです

か。 

○財務部長（岩本博文君） はい、そういう意

味で申し上げました。 

○委員長（前垣信三君） ほかに御意見ござい

ませんか。 

○委員（橋本幸一君） 私は今の意見でもう結

構かと思います。 

○委員長（前垣信三君） ほかにございません

か。 

○委員（山本幸廣君） 執行部もよう考えてい

ただきたいと思いますよね。情報公開というこ

の４つの文字というのは大事なんですよ。公開

するのに、取り扱いだから、あとは資料は撤収

しますよ、集めますよ、ここだけにしてくださ

いというのが、それがもうはっきり言って、そ

もそもそれが間違いなんですよ、大体。私から

言わせれば。 

 それはもう、今回、わざわざはっきり言って

説明する資料を提出したならば、それは全て情

報公開ですよ。それをなぜ隠さないかんのか

て。そこの問題は私は理解できないですね。そ

こまで、今、岩本部長が言われたならばたい、

なぜそれにこだわるのかたい。こだわる必要な

いんじゃないですか。今まで以前のことを考え

れば、全部公開しとるやないですか。なぜこだ

わるのかわかりません。そこ、答えてくださ

い。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） 確かに事前

にですね、この選定委員会がありました後、特

別委員会に対して、そこでこういう情報公開に

対する制限ですね、具体的な点数とか何かは出

さないよとか、細かいところまで出す必要はな

いということが確かに議論がありまして、そう

いうふうに決まりまして、情報公開条例とも照

らし合わせて、じゃあ、そこのところは出さな

いようにいたしましょうということを決めた段

階で、私どものほうが特別委員会にその説明を

怠ったことはまことに申しわけございませんで

した。 

 で、実際、八代市がというお話もございまし

たが、天草とか人吉も、実際、点数とかは出し

ておりません。そこはそれぞれの選定委員会の

考え方がございまして、今回、全く市の職員、

市に絡む人間が誰も入っていないという第三者

的な機関で行ってもらいましたことから、そこ

はもう非公開でいいんじゃないかということで

決まったという経緯がございました。 

○委員（山本幸廣君） 谷脇課長、以前からず

っとこの庁舎問題で特別委員会や執行部の方々

とですね、車の両輪のように頑張ってきて、今

回の久米さんがわざわざその状況の中でとられ

たわけですよね。その間、本当、情報公開とい
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う立場でやられてこられたんですけども、もと

もと、今、谷脇課長が言われた言葉が、いち早

くやっぱし報告すべきだったと。陳謝されまし

たけども、私はそれが一番大事だったと思いま

す。それが特別委員会にその報告をして、委員

長がそれについてですね、委員会で諮っていた

だいて、となればですね、これは委員長、何も

なかったと思うんですよ、こういう問題が。出

てこなかったと思うんですよ。私はそう思いま

す。 

 そこあたりについては、やはりしっかりと執

行部は捉えていただきたい。その現状というの

は。熊大の教授がされたろうが、どこの教授が

されたろうが、やはり豊洲だってすばらしい学

者の方々がですね、ああいうやっぱし過ちもあ

っとるわけですよ。日本では優秀な学者の方

々、専門のですね、そういうこともあるわけで

すので。 

 先ほど谷脇課長が陳謝の中での今ですね、お

願いがあったわけでありますが、そこらあたり

については、以後はぜひとも注意していただき

たいと。説明していただければ、私たちはそれ

に反対という、理解をすれば絶対反対しないで

すよ。そういうことをですね、しっかり捉えて

ください。いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 岩本部長は公開してい

いんだっていう、ここの場ではっていう話なん

ですけど、してもらえるんですか。 

○委員長（前垣信三君） 小会とします。 

（午前１０時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４４分 本会） 

○委員長（前垣信三君） 本会に戻します。 

 現在、審議をいただいております議案につき

ましては、プロポーザルに係る各提案者の詳細

な報告がなく、審査ができません。本日、当該

資料の準備が整わないとのことでありますの

で、よって、本日の議案審査はこの程度にとど

め、後日、資料が整い次第、本委員会を開催

し、審議したいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。 

○委員（野﨑伸也君） プラスでちょっとお願

いしたいのがあっとですが。 

 今、資料ば出していただこうっていう話だっ

たですが、追加でちょっとお願いしたいのがあ

るんですけど。プロポーザルの公告行われると

きに仕様書みたいなやつを出されたと思うんで

すよね、もちろん。そのときに、私たちにも見

せてくれと、事前に委員長が確認してから出す

ようにしてくれっていう話だったですが、その

ときも、出した後に委員長にっていう話だった

ですよね、当時。で、もう既にこれは終わった

話であって、今なら出してもらってもいいのか

なというふうに思うんですよ。 

 ていうのが、何で見たいのかという理由がで

すね、公開プロポーザルのときには、建物です

よね、の何階建てとか広さとか、そういった思

い描けるような具体的なものは出てきません

と。プロポーザルというのは人を選ぶんですと

いう話を執行部のほうは何回も強調されたんで

すよ。ただ、そのプロポーザルが行われた中で

は、具体的に何階建てで、何棟つくりますと

か、そういう話をされた業者がほとんどだった

というふうに伺いました。で、１者だけだった

ですかね、たしかそういった、守られて、ちゃ

んと、何階建てとかそういうことを言わずにプ

ロポーザルに臨まれた業者が１者ぐらいあった

というふうに聞きました。 

 だから、何となくですね、その仕様書にちゃ

んとそういうものを書かれてあったのかどう

か。あと、そういったきちんとした決まりの中

でやられたはずなのに、片方の業者さんはそれ

をちゃんと守られた、片方の業者さんはそれを

守らずに具体的な階数とか、それを言ったと。

それで審査というのは公平じゃなかと思うとで

すよ、私は。 
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 で、何か聞いた話なんですが、そこの何階建

てとか、具体的に出されたところについては、

審査委員会のほうも、質問でそこに集中された

という話を聞いたんですよね。それは審査員の

ほうもですよ、普通、人を選ぶというふうに言

われてるのに、そこに質問が集中するというこ

とは、点数づけに対してもですね、やっぱり影

響があったと思うとですよ、それは。 

 まず、何でそういった経緯になったかという

ところですよね。自分たちには、この委員会に

は、だって、人を選ぶんです、人を選ぶんです

っていうのを何回も言われたわけなんですよ。

プロポーザルっていうのは、業者さんを選ぶん

ですと。建物とかっていうのは出てこないんで

すよって、何階建てとかって、言われとったっ

ですけれども。 

 だけん、私はそのプロポーザルも、公開プロ

ポーザルの審査自体が私は無効じゃなかろうか

て思うとですよね、はっきり言って。違反でし

ょう、だって。自分たちには、業者を選ぶだ

け、人を選ぶんですっていう話をされとったの

に、この公開プロポーザルでは、具体的な階数

だったり、規模だったりちゅうのが出てくる。

審査委員の方もそれに質疑が集中してるって。

そこに頭が行っとっとじゃなかですか、だっ

て。審査するとき。人ば選んどっとじゃなかで

しょう、それは。それ自体が私はおかしかと思

うとですよね。 

 はっきり言ってそれは、本来であれば、私は

もう普通にそやんとば出した時点でもう、あん

たもう失格ですってなるはずなんですよ、普

通。どやんですか。だけんが、その仕様書とか

にもちゃんと私は書いてあったっだろうて思う

とですよね。そういうものしないでください

と。人を選ぶプロポーザルですから。業者さん

の実績を選ぶプロポーザルですから。それをち

ゃんと、１次審査のときでも多分できるはずな

んですよ、そういうの。ちゃんと言えるはずだ

と思うとですよね。質問とかいろいろ来るわけ

ですから。そういう、ちゃんと執行部がやって

るのかどうかが私は不思議なんですよ、そこ

が。不安なんですよ。建設とかですね、普通に

いつもやってあるところが担当したら、多分こ

がんとはなかて思うとですよ、私は。絶対。 

 まず、この委員会に対して、何回も私言って

きたと思うとですけど、話がですよ、何かおか

しいんですよ。不信にしか捉えられない。言っ

てることとやってることが全然違う。そこ、私

は何か、審査に値せんと思うとですよね、まず

もう、そこの時点で。本当に信頼関係つくって

いきましょうねっていうのも何回となく言って

るのに、うそばっかりじゃないですか、だっ

て。執行部は。そやんふうな人がそこにおった

ら私はいかんと思うんですよ。進められんです

もん、だって。信頼関係がないのに。 

○委員長（前垣信三君） 執行部から何か御意

見ございますか。反論なりありますか。（委員

野﨑伸也君「とりあえず資料は出してくださ

い」と呼ぶ） 

 正直言いましてですね、まちで話を聞きます

と、この新しい庁舎の１階には、山鉾とか、そ

ういった展示館ができるみたいですねとか、７

階建てなんですねとか質問を受けるんですよ。

基本的には、そのあたりのプロポーザルで決定

をされたのかなという、私自身感覚はあります

が、執行部の御意見はどうですか。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） 今、野﨑委

員おっしゃったような、実際、プロポーザルの

会場に私どももおりましたけども、ちょっと具

体的だよねっていうふうな発言があったのは気

がつきました。で、すぐ委員長のほうから、委

員長というのは、要は選定審査委員のですね、

から連絡があって、一つ一つ説明が終わった

後、これはあくまでもプロポーザルであって、

デザインを審議しよるものではございませんて

いうのをアナウンスで入れてくれということ
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で、一個一個、終わるたんびにそれを入れたの

も見てらっしゃった方々は御存じかと思いま

す。審査員の方々は、当然プロポーザルという

との意味をわかってらっしゃいますので、その

観点で見られたというふうに思います。 

 ですから、これが、今、野﨑委員おっしゃっ

たみたいに、あっちこっちみんな同じごたこと

をしとるもんですから、それで失格とはもうで

きないというともありますから、そこは、だけ

んもう度外視して、見る側がちゃんと考え方、

庁舎に対する考え方でありましたり、市民の使

い勝手のことをどういうふうに捉えとるかって

いう、そういう観点で見られた結果の審査結果

が今回の結果だというふうに認識しておりま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 課長、それは違うと思

いますよ。さっき言うたごて、それは公告違反

じゃなかですかって。プレゼンする前にだっ

て、そやんことしちゃいかんですよて言うとる

わけなんでしょう。具体的なもん出しちゃいか

んですよて。人と、その業者さんの実績ば評価

するんですよって話だったでしょう。何回も言

ったじゃないですか、だって。私たちも何回も

確認したでしょう。 

 普通の、だってそんな契約とかばすっときで

すたい、入札とかもそやんですけど、違反があ

ればもうそこで失格でしょう、だって。それを

できませんでしたっておかしかでしょう、だっ

て。おかしく思わんですか。まず、だって、自

分たちはここの特別委員会に言うたとと違うこ

っばしとるじゃないですか。そこはどうなんで

す。何か、全然、今までの流れの中で、前もそ

げんことがあったですよね。お願いしとってか

らですたい、ここに言うとっとと全然違うこっ

ばしよる。私はそりゃちょっといかんと思うで

すよ。 

 だけん、さっき言うたごて、ちゃんと守らし

た人もおるわけなんでしょう。全員がそれだっ

たらよかっですよ。全員がそればしたっていう

なら、私は、まあ、しようがないかて思うとで

すけど、しとらん人がおる、守った人がおる、

ちゃんと。守らずにやった人たちがいっぱいお

る。それば一緒になって審査して、私は不公平

と思うですよ、それ。その評価自体がもうあり

得んと思うです。その審査会の人たち、選定委

員会の人たちも。 

 それ、もう一回やり直しですよ、普通。私は

やり直してほしい。だって、言われたように、

もうちまたじゃそやん言いよらすですたい。何

階建てげなですねって。１階にはつくらっとで

すねって。だって、山鉾のやつもですたい、今

だって場所ば決むって提案されとっじゃなかで

すか、今回、調査で。そやん話じゃなかでしょ

うもんって。役所の仕事の何かやり方、どやん

なっとっとやって話なんですよ。ここの新庁舎

建設のやり方次第じゃ。おかしかですもん、だ

ってやり方。今までと全然違う。何かばかにさ

れとるごた感じなんですよ。実際。 

○委員（亀田英雄君） 私も一つよかですか。 

 こん前、ここでプロポーザルの、あったじゃ

なかですか。で、私もロイヤルホテルに聞きに

行ったんですが、ここんとこはようでけとった

ような気のすっとですよ。プロポーザルという

趣旨にのっとって説明された。あそこはロイヤ

ルホテルと若干頭の出し方が違うような印象を

持ったっですよ。だけん、プロポーザルの趣旨

にのっとって、ここで改めてプレゼンをされた

と思う。 

 だけん、プロポーザルの趣旨がこれならも

う、ほかの業者はオミットよねっていう話をし

ながら聞いとったっですもん。そしたら、違う

業者が出たじゃなかですか。違う業者、それは

プロポーザルの趣旨にのっとっていない業者が

出てきたと。そこに不信感があったもんだけ

ん、そんな話をしてみたんですよ。あくまでプ

ロポーザルというやり方を尊重するのか、イメ
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ージば尊重するのか、わかっとらんですもん。 

 だけん、目的はいい庁舎をつくるだけん、そ

っでよかっかもしれんとでしょうが、今言いな

ったらプロポーザルというやり方を尊重したい

っていう話でしょう。なら、違うじゃなかです

か。もう８階とか地下２階とか言うた時点でオ

ミットですもん。話がですよ。プロポーザルと

いうやり方を最大尊重するというなら。で、こ

ん前は聞いとって聞きよかったっですが。そこ

はよく伝えんとですよ、それこそ不公平ですも

ん。 

 だけん、そんな意味できょうの会議でこの発

言ばさせてもろうたですたい。その消えないま

まで、あって、これ前には進まん。手も上げも

下げもならん話で。全く野﨑くんと一緒です

よ。 

○委員（野﨑伸也君） 私はさっき言うたよう

に、点数がどやんふうについとっとかもやっぱ

り確認したいわけなんですよ、だから。今言っ

た、るる言った不信があるもんですから。不公

平なんだなと、やり方がと思ったもんですけん

が。ちゃんとされた人が私はかわいそうと思う

とですよ、本当に。公平公正じゃなかじゃなか

ですか、やっぱ。そこは。 

○財務部長（岩本博文君） いろいろ御心配も

いただいているところですけれども、今回の選

定に当たりましては、やはり先生たちもかなり

気を使われております。だから、プロポーザル

が行われたとき、誤解を招かないようにという

ことで、先ほど谷脇課長が言いましたように、

その都度その都度、審査員はそういうことに惑

わされずに、ちゃんとしっかりした目で見ます

よというようなアピールでもあったかと思うん

ですよ。そういう基本的な姿勢、根本姿勢は崩

さずに、厳正な形で審査に臨まれておられます

ので、その辺は審査員の先生方を私たちは信じ

てこういう事務を進めておりますので、その辺

はどうぞ御理解をいただきたいというふうに思

います。 

○委員（野﨑伸也君） 御理解できないけんが

言いよっとですよ、だけん。私が言った不公平

っていう、公平公正っていうのは保たれてない

でしょう、だって。そういう感覚で審査員の方

はしてないっていう話なんですけど、公平公正

っていうのは保たれてないじゃないですか、だ

って。私は、だけん、やり直してほしいと思い

ますよ。ちゃんと守って出てこられた業者さん

に、私はかわいそかと思うですよ、本当に。そ

やんと言わんだったて、言っとればまた点数の

違うとったかもしれんじゃないですかって。 

 何回もなんですけど、ほんとですね、ここに

言ってることと違うことばせんでください。早

くつくらんばんけんがって、みんな言っとるじ

ゃないですか、だってほんとに。そやん言いな

っけん、自分たちも協力して一緒にやりましょ

うねって言うとっとに、何でそういううそば言

うとかなて思うとですたい。不信を招くような

ことば。そやん人が課長ばしとっと自体が、―

―自分たちは人事権はなかばってんですよ、そ

こに座っとる自体が私はおかしかと思うとです

けどね。何回もここにうそば言うて進められる

人が。私はおらんでほしかと思うとですけど、

そこには。じゃないと、進んでいかんですよ、

ほんと。きょうも、だって進まんだったじゃな

いですか、ほんとに。（｢今の意見は、ちった

高圧的ない」と呼ぶ者あり） 

○委員（村上光則君） 今までもですよ、何階

建てなのかということも大分言うてきたけど、

それは絶対言われないということで、そこは守

らんばいかんだったっでしょう。そして今、そ

の業者さんたちが一人一人違うと。それは本当

に今言われるように、これはもうおかしい入札

なんですよ、これは。やり直すしかなかです

よ。（｢もう延会でよかっだろう、委員長。先

に進まん。どうせ、きょうは採決も何もなかん

だろうけん」と呼ぶ者あり）もう受け付けられ
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ないですよ。 

 終わります。（｢議事進行してください」と

呼ぶ者あり） 

○委員長（前垣信三君） 考え方としてはです

ね、今、野﨑委員がおっしゃったように、具体

的な形、ものが出てきては審査の対象にはなら

なかったとは思います。 

 しかしながら、面積が１万９０００平米です

かね。で、職員が７００名とかいう具体的な数

字を出されたから、あの敷地に対してはこうい

う配置、非常に細かいレイアウトではなくて、

こういうことが考えられるんですというプロポ

ーザルならよかったと思うんですが、基本的

に、形まで見えてしまって、わあ、よかかっこ

なって言いなはる人が大半。わあ、１階には伝

承館がでくっとばいなって言いなる人が大半。

これはですね、審査をなさる方も、あ、これは

八代のことをよう考えとるなという採点の仕方

をされたかもしれません。 

 ですから、もう今さら言っても仕方がないん

ですが、本来なら委員会の結果をですね、この

特別委員会で報告をしていただく。そこでのや

り取りであればですね、契約云々という話はな

らなかったと思うんですよ。 

 で、何とか形を解決せないかんと思いますの

で、執行部と打ち合わせをして、次回の２１日

の委員会までには一定の方向性が出るような努

力はしたいとは思いますが、これからもそうで

す、いろんなことがあればですね、私たちに相

談をしていただきたい。出してしまった後でこ

ういうことになると、後が大変ですから。で、

ここは言えない部分ですとおっしゃれば、その

ような取り扱いはしたと思いますが、全てがい

ろんな方面に出した後での委員会ということで

あるとですね、こういった形になって先に進ま

ないと思います。 

 ですから、２１日の午前１０時からまた委員

会を再開したいとは思いますが、それまでに、

きょうありましたことを執行部と私と副委員長

といろいろすり合わせをしたいと思いますの

で、本日はこの辺で委員会を延会をしたいと思

いますが、いかがでございましょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（古嶋津義君） ２１日はあくまでも予

定ですか。 

○委員長（前垣信三君） いや、もう決定で

す。 

○委員（古嶋津義君） そっちのほうが向こう

と打ち合わせて、話のでけんなら。 

○委員（山本幸廣君） よかって言ったじゃな

い。さっき、よかちゅうたけど。 

○委員長（前垣信三君） ２１日までに打ち合

わせができますか、谷脇課長。 

○新庁舎建設課長（谷脇信博君） 頑張ります

としか。 

○委員長（前垣信三君） わかりました。 

 これをもちまして、本日の新庁舎建設に関す

る特別委員会を延会いたしたいと思います。 

（午前１１時０２分 延会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２９年３月１３日 

新庁舎建設に関する特別委員会 

委 員 長 
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